
愛知県農総試

AARC

農業総合試験場の開場

• 昭和３９年 愛知県農林
水産関係試験研究機関
整備審議会の設置

• 昭和４０年 建設開始
• 昭和４１年１２月 開場

• 昭和４５年までに園芸、
養鶏、蚕業、作物、畜産
の各研究所を順次設置

建設に５年の歳月と総額３０億円をかけて完成

農業試験場（安城市）
園芸試験場（清洲町）
肉畜試験場（春日井市）
養鶏試験場（清洲町）
蚕業試験場（江南市）

農業総合試験場（長久手村）

統合

【昭和４０年】

【昭和４１年】
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• 昭和４４年 東名高速道路開通

• 昭和４５年 大阪万博

• 昭和４８年 第１次オイルショック

• 昭和５４年 第２次オイルショック

• 第２次農業構造改善事業等による農
業近代化施設の導入が促進

昭和４０・５０年代

• ４０年代は、稲作の機械化一貫作業、
露地野菜の機械化、牛、豚、鶏の多
頭羽省力管理技術の開発など、機
械化や省力化のための研究が中心

• ５０年代は、省力機械化に加えて、
省エネ、高品質安定生産技術を追求

■ 農総試の動き

サークル式高速そ菜移植機の実証

■ 世の中の動き

側条施肥直播機の試作

東三河地域の温室団地

大阪万博東名高速道路
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■ 主な研究成果

昭和４０・５０年代

• 昭和３８年に開発した「日本晴(にっぽんばれ)」は、昭和４５年か
ら５３年までの９年間、栽培面積が全国１位

• 「日本晴」は倒伏に強く、機械化栽培に適した多収の品種
• いもち病、白葉枯病などの病気に強く、良食味

愛知県で開発された品種「日本晴」

主要品種の栽培面積の推移（昭和43～55年）

■ イネミズゾウムシの
防除対策の確立

■ イネミズゾウムシの
防除対策の確立

■ 日本一のキク産地
を確立した電照に
よる周年栽培技術

■ 日本一のキク産地
を確立した電照に
よる周年栽培技術

■ 栽培面積9年連続日本一！
昭和の超大物品種「日本晴」

■ 栽培面積9年連続日本一！
昭和の超大物品種「日本晴」
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昭和６０年代・平成初期

■ 世の中の動き

■ 農総試の動き

• 昭和６１年 バブル景気

• 平成２年 バブル崩壊

• 平成５年 ガット・ウルグアイ・ラウンド農業合意

• 土壌、水質、大気、残留農薬等に関する研究を
クローズアップ

• バイオテクノロジーを活用する研究に着手

作物育種実験棟

農薬の暴露量調査

バブル崩壊

豚の受精卵移植

水田浄化機能調査用井戸の掘削
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■ 主な研究成果

昭和６０年代・平成初期

肉用名古屋コーチン 卵用名古屋コーチン

• 名古屋コーチンは昭和４０年代に絶滅の危機に瀕し
たが、農総試が産肉性に優れる「肉用名古屋コーチ
ン」を開発し、生産が復活

• 卵用名古屋コーチンを開発

■ あいちのブランド「名古屋コーチン」の改良■ あいちのブランド「名古屋コーチン」の改良 ■ パソコン用簿記ソフト
「決定版簿記」の開発

■ パソコン用簿記ソフト
「決定版簿記」の開発

■ 大ヨークシャー種の
「アイリスＷ」を開発

■ 大ヨークシャー種の
「アイリスＷ」を開発


